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日中の太陽の位置が低くなり、自動車やバイクを運転していると、陽光が眩し

く感じられる季節です。木の葉も色づき植物は冬に向かって準備を進めていま
す。  
そのような中、５年ぶりに青森旅行に行ってきました。前回はちょうど 2017

年 9 月 15 日で初めて J アラートが発令された時でした。その時は視察研修旅行
中で青森市立の中学校を訪問した次の朝でした。ホテルでテレビを見ながら朝
食を取っていると、画面が急に変わり警報が鳴り響きました。初めてだったので
驚き、すぐ学校へ連絡したところ、教頭が部活動で学校に登校している生徒は１
F の廊下に避難させたとの報告があり、ほっと胸を撫で下ろしました。ニュース
を見ていると青森上空を通過していたようで、生徒より自分の方が危なかった
ことを知りました。その時はミサイルの発射に備えて、予め校内で一番ガラスが
少ない１F の廊下に避難させることを確認しておいたので、教
頭がその通り指示を出し避難させることができました。その時
以来の訪問ですが、先日も J アラートが発令され、私にとって
青森と J アラートは何か関係があるのかもしれません。  
さて、話が横道に逸れてしまいましたが、その時に近くを通

りながらも訪問することができなかった「三内丸山遺跡」に初
めに行きました。縄文時代の遺跡群が数多く発掘されており特
に目を引くのが大型掘立柱建物跡です。栗の材木を使用した大
きな建物跡を復元した展示から読み取れるのは縄文時代は、狩
猟や採集が中心で原始的な生活を送っていたのではというイ
メージでしたが、大きな建物が建てられるほど統制が取れた社
会が形成されていたと言うことに気がつきました。しかも、柱
の間隔や材木の長さなど、一定の単位（約 35cm の倍数）でどの建物も設計され
ている事から、高度な建築技術が存在していた事を知りました。  
その後、津軽海峡冬景色の歌詞で有名な龍飛岬へ、また青森市街まで戻り次の

日はマグロで有名な下北半島の大間崎へと岬めぐりの旅をしてきました。天候
も良くどちらの岬からも北海道が間近に見えました。今でこそ青函トンネルで
１時間程ですが、昭和の時代までは、荒波を乗り越えて渡道するには容易でなか
ったことが感じられました。  

途中、美しく紅葉した山々を車窓に見ながら走りました
が、少し気になったのは風力と太陽光の発電施設の多さで
した。灯台のように 1 台ランドマークのように立っている
風車であれば美しさも感じられますが、特に海峡に近づく
と、時代の要請とはいえ、数十基が林立している様は大自
然を堪能しようとした旅に水を差しました。  

2 泊目の三沢に向かう途中「六ヶ所原燃 PR センター」に
立ち寄り原子力発電所で発生した燃料の再処理施設についての展示を見てきま
した。世界情勢の不安定によるエネルギー問題が叫ばれる中、原子力発電の再開
についても議論されているところです。文明の進化と自然の変化、エネルギー事
情の厳しさを目の当たりにした後、夜食のビュッフェ式食べ放題と露天風呂で
ライトアップされた紅葉を楽しんでいる自分が此処にいました。  

  

磯辺公民館だより 
つどい・まなび・つなぐ 

 
 



    

 

 
      今月の展示コーナー ～「冬をあたたかく」～        
 街路樹も葉を落とし、色とりどりの落ち葉が木枯らしに舞う季節  
となりました。北風に身がすくむ季節がやってきました。  
展示コーナーでは、心や体がほっこりあたたかくなるような本を  

展示しています。下に一部をご紹介します。  
「料理の達人の鍋レシピ」河出書房新社   

 有名料理人が、メニューにある鍋料理から創作まかない鍋まで、  
家庭で出来るようにレシピを紹介。  
「ゆきのけっしょう」武田康男監修・写真  小杉  みのり構成・文  
 ゆきのけっしょうが大きくなって、形をかえて、空からおちて、  
はっぱのように、ひらひら、くるくる…。きれいなゆきのけっしょ  
うの写真絵本。  
「てぶくろ」  エウゲーニー・M.ラチョフえ  うちだ  りさこやく  
 雪の降り積もる森で、おじいさんがてぶくろを片方落としました。  
すると、どうぶつたちが、てぶくろの中に次々ともぐりこみ…。  
 料理や手芸、お子さんたちも楽しめるお話なども展示しています。ぜひ、手に取って
ご覧ください。  

      「絵本スタートコーナー」ができました        
 絵本コーナーの横に「絵本スタートコーナー」を設置いたしました。絵本スタートコ
ーナーには、赤ちゃんから楽しめる絵本を集めました。  
「ととけっこうよがあけた」こばやし  えみこ案  ましま  せつこ絵  
 げんきなにわとりさんが、みんなを起こしてまわります。  
大人も、赤ちゃんも、一緒に楽しめるわらべうたの絵本。  
「うさこちゃんのたんじょうび」  
ディック・ブルーナぶん/え  いしい  ももこやく  
今日はうさこちゃんの誕生日です。プレゼントは何でしょう? 

「もうねんね」  松谷  みよ子文  瀬川  康男絵  
 犬もねんね、猫もねんね、モモちゃんも。みんな、ねんね。  

可愛らしくてやさしい「お休みなさい」。  
ぜひ、お子さんとふれあいながら絵本の世界をお楽しみください。  

～ご来館をお待ちしています。～  

 

 

 

 

(※応募者多数の場合、抽選となります) 

 

 
●12/14（水）10：00～12：00   

お正月飾りを作ろう 

対象：成人  10 人   申込受付：12/2（金）～12/4（日）  

       料金：￥1,500 
 

●12/17（土）13：00～15：00   

こども書き初め教室  

対象：小学 3~6 年生  8 人   申込受付：12/4（日）～12/6（火）  

       料金：無料    
 

●1/25（水）  10：00～12：00 

郷土史講座  鉄オタ先生による千葉の鉄道～黎明期～  

       対象：成人  20 人   申込受付：1/6（金）～8（日）  

       料金：無料  

 

 

 


